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情報教育の研究（その２）
―自作 Personal computer を用いた指導方法の実践―
A Study on ICT Education（Part Ⅱ）：
The Practice of Coaching Method with the DIY Personal Computer
千 里 政 文 浅 井 貴 也
Masafumi CHISATO Takaya ASAI
１．は じ め に
情報教育の研究（その１）においては，生涯学習システム学部芸術メディア学科のゼミにお
ける，自作 PCの導入と組み立てについて考察を行った。本稿では，自作 Personal computer
（以下，PCと略）の組み立てによる情報教育と指導方法の検証を行うことを目的とし，生涯
学習の視点から，専門ではないが情報教育を受けている大学生，中学生，高校生と，情報教育
を受けていないが日常的に PCを使用している高齢者施設の従事者を対象に同様の情報教育を
行い，比較検討して指導方法についての検証を行い，考察した。
２．自作PCを取り入れた情報教育
当初，自作 PCは修理期間を短縮し，費用を軽減する事ができることを踏まえ，インテリア・
建築ゼミの講義用PCとして試験的に導入した。その後，Operating System（以下OSと略）の
WindowsXP が発売され，OSのインストールにFDDを使用せずにCDブートが可能となった
ことで，インストールが容易となり，PCパーツも性能が向上し，更に価格が下った事で経済
的負担が軽減したため，学生による自作PCの組み立てを情報教育に本格的に取り入れる事とした。
最初は，自作 PCの組み立てにより，PCの構造を理解させる事が目的であったため，１回
組み立てるだけでも十分に効果が見られた。その後更に，学生が一人で組み立てられるように
なることを目的として，当初の指導法に加え，段階的に指導する方法を取り入れ，聞き取り調
査をおこなった。最終的には生涯学習の視点から，
情報教育を受けていない者にも教える事ができる
ようになることを目的に，指導方法を考案し，実
践した。
今回，研究で組み立てに使用した自作 PCは，
（その１）と同様，PCケース，マザーボード
（Motherboard），CPU（CentralProcessingUnit），
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北翔大学 コーチング学科 ３年生（３名），教員（２名）
中学生 ２年生（１名），３年生（１名）
高校生 ３年生（１名）
高齢者施設従事者（１名）
表１ 自作PC参加対象者
RAM（Random Access Memory），グラフィックカード（Motherboard 基盤上に付属してい
る製品もある。），ハードディスク（Hard disk drive），光学ドライブ（CD／DVD drive）であ
る。これらを規則正しく組み立て，OSのインストールする前までの指導方法について考察した。
３．対象ごとの指導方法と聞き取り調査
３－１ 芸術メディア学科ゼミ生を対象として
対 象 者：北翔大学芸術メディア学科でイン
テリア・建築を学ぶゼミ３年生。
情報教育：大半が大学１年目から専門の情報
教育を学び，CADや CGを使用
した作品も制作しているが，PC
については教科書での知識に限ら
れ，実際の仕組みはあまり理解し
ていない。
① 指導方法（当初）
マニュアルにより一度説明した後，１人１
回（グループ含む）で組み立てを行っていた。
・マニュアルにより一度説明した後の聞き取
り調査では，よく解らないと答えるものが
多い。
・組み立て後の聞き取り調査では，あまり理
解できていないと答える者がほとんどであっ
た。
② 指導方法
マニュアルによる説明をした後，学生の前
で組み立てながら説明を行い，その後，学生
による自作 PCの組み立てを行う。
・学生の前で組み立てながら説明を行った後
の聞き取り調査では，なんとなく理解でき
た者が多い。
・組み立て後の聞き取り調査では，なんとな
く理解できた者が多く，理解できたと答え
る者もいた。
③ 指導方法
写真１ PC練習キット
写真２ PC練習キットでの組み立て（大学生）
写真３ PCの組み立て（大学生）
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マニュアルによる説明と同時に学生の前で
組み立てながら説明を行い，その後，古いパー
ツや故障した PCで組み立てる練習を行った
後，学生による自作 PCの組み立てを行う。
・組み立て後の聞き取り調査では，大半の者
が理解できたと答えていた。
④ 指導方法
マニュアルによる説明と同時に学生の前で
組み立てながら説明を行い，その後，古いパー
ツや故障した PCで組み立てる練習を行い，お互いに教えあった後，学生による自作 PCの組
み立てを行う。
・組み立て後の聞き取り調査では，ほぼ全学生が理解し，自分だけで組み立てる自信がついた
と答えた者も見られた。
３－２ 北翔大学コーチング学科学生と教員
を対象として
対 象 者：北翔大学コーチング学科で学ぶ学
生とその教員。
情報教育：大学での一般的な情報教育を学ん
でいるが，自作 PCの組み立ては
初めて行う。
指導方法（３－１②指導方法を行う）
マニュアルによる説明をした後，学生の前
で組み立てながら説明を行い，その後，学生
による組み立てを行う。
・組み立て後の聞き取り調査では，なんとな
く理解できた者が多く，理解できたと答え
る者もおり，専門の情報教育を学んだ芸術
メディア学科ゼミ生を対象とした３－１②
と同様の結果となった。
３－３ 中学生を対象として
対 象 者：中学２年生１名と３年生１名。
情報教育：中学の教科書で PCの仕組みにつ
いて学んだが，中学校の試験では
写真４ PCの組み立て 学生同士による指導（大学生）
写真５ PCの組み立て（コーチング学科）
写真６ PCの組み立て（中学生）
４９
写真７ 自作PCスライド（中学２年生）
写真８ 自作PCスライド（中学３年生）
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あまり点数がとれておらず，実際の仕組みはほとんど理解していない。PCは小学
校入学前から使用している。
① 指導方法（３－１②指導方法＋スライド整理）
マニュアルによる説明をした後，目の前で組み立てながら説明を行い，その後，本人達によ
る組み立てを行う。その後，自作 PCの組み立て方をスライドに整理させる。
・組み立て後の聞き取り調査では，なんとなく理解できたと答えた。
・スライドに整理した後での聞き取り調査で
は，よく理解できたと答えた。
② 指導方法
３－３①指導方法を行った中学生に，後日，
再び３－１②指導方法１（スライドに整理は
除く）を行い，２回目の自作 PCの組み立て
を行う。
・２回目の組み立て後の聞き取り調査では，
よく理解でき，自分だけでも作る自信がつ
いたと答えた。
・自作 PCの組み立て後，PCに興味を持ち，
中学生でCAD利用技術者基礎試験の公式
テキストを学習し，高得点で合格した。
３－４ 高校生を対象として（２－３②指導
方法を行った当時中学生が対象）
対 象 者：２－２①②指導方法を行った中学
生が，高校生になった者。
情報教育：中学時にCAD利用技術者基礎試
験合格者。
指導方法：指導なし（自力での自作 PCの組
み立て）
自作 PCのパーツ，自作 PCパーツ付属の
英語マニュアル，中学時に自作したスライド
（マニュアル）のみを用意し，自分だけで組
み立てを試みる。
・組み立て当初は，若干考え込んでいたが，
自力で問題なく組み立てを完了させた。
写真９ PCの組み立て（高校生）
写真１０ PC練習キットでの組み立て（施設従事者）
写真１１ PCの組み立て（施設従事者）
５１
３－５ 高齢者施設従事者を対象として
対 象 者：高齢者施設従事者
情報教育：特に教育は受けていないが，仕事では日常的 PCを使用している。自作 PCの組み
立ては初めて行う。
指導方法（３－１③指導方法を行う）
マニュアルによる説明と同時に施設従事者の前で組み立てながら説明を行い，その後，故障
した PCで組み立てる練習を行った後，施設従事者による自作 PCの組み立てを行う。
・組み立て前の聞きとり調査では，本当に作れるのか不安である。
・故障した PCで組み立てる練習を行った後の聞きとり調査では，何となく理解できたと答え
た。
・組み立て後の聞き取り調査では，理解できたと答えた。
４．お わ り に
本稿では，情報教育の研究（その１）に続き，情報教育の実践と指導方法についての検証を
行った。自作 PCの組み立てを通して，その構造と仕組みを理解する当初の目的を発展させ，
一人で自作 PCを組み立てることができるようになるまでの指導方法の考案とその実践により
以下の考察を得た。
自作 PCの指導方法においては，マニュアルだけの説明では，力加減や接続方法などの細か
い点で実際の組み立てと異なるため理解する事が難しく，実際に組み立てながら説明する事が
重要であった。
また，一人で自作 PCを組み立てられる様になるには，個人的な理解度の差も含め複数回
（３回以上）の組み立てが必要であることが明らかとなり，段階的な指導方法として，初めに
実際に組み立てながら説明し，二回目に古い PCパーツで組み立て練習を行い，３回目に実際
に自分で自作 PCを組み立てることで顕著な効果が見られ，さらに互いに教えあう事や他者に
指導することで，より理解が深まると考えられる。
大学生（専門・一般的な情報教育を学んだ者），学校の授業や教科書で情報教育を学んだ中・
高校生，情報教育を学んでいないが日常的に PCを使用している高齢者施設従事者を対象に自
作 PCの指導方法を行い，いずれにおいても組み立て方法と仕組みについての理解が得られ，
同様の成果が確認できた結果により，専門的な教育を受けた学生のみならず，対象者を広げた
生涯学習としての可能性が明らかになったと考えられ，更に理解しやすい指導方法の考案や実
践について今後の課題とする。なお，本研究は，北方圏学術研究の研究助成により実施した。
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